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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波信号（１５）を送信および／または受信するための少なくとも１つの超音波変換
器（Ａ，Ｂ）と、
　該超音波変換器（Ａ，Ｂ）に接続された励振ユニット（７）と、
　受信した超音波信号（１５）の位相シフト（Δφ）を基準信号（８）または基準値に対
して求める評価ユニット（４）とを有する超音波流れセンサにおいて、
　前記の評価ユニット（４）は、
　相異なる復調周波数（ｆ1～ｆ3）で動作しかつ受信した超音波信号（１５）についての
１つずつの位相情報（Ｒｅ／Ｉｍ）を求める複数の直交復調器（２３ａ～２３ｃ）と、
　対応する位相角（α1～α3）から、求める位相シフト（Δφ）またはこれに比例する量
（ｔ）を求めるバーニヤユニット（３０）とを有することを特徴とする
　超音波流れセンサ。
【請求項２】
　３つまたそれ以上の直交変調器（２３ａ～２３ｃ）が設けられている、
　請求項１に記載の超音波流れセンサ（６）。
【請求項３】
　前記の復調周波数（ｆ1～ｆ3）のうちの１つは、共振周波数ないしは発振周波数に相応
し、前記の復調周波数の第２の復調周波数は、共振周波数ないしは発振周波数よりも低く
、また前記の復調周波数の第３の復調周波数は、共振周波数ないしは発振周波数よりも高
い、
　請求項１に記載の超音波流れセンサ（６）。
【請求項４】
　前記の直交復調器（２３ａ～２３ｃ）のうちの１つの入力側にアナログ／デジタル変換
器（２２）が設けられており、
　該アナログ／デジタル変換器により、前記の変換器（Ａ，Ｂ）によって受信した超音波
信号（１５）がデジタル化される、
　請求項１から３までのいずれか１項に記載の超音波流れセンサ（６）。
【請求項５】
　前記のアナログ／デジタル変換器（２２）のサンプリング周波数は、使用されるすべて
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の復調周波数（ｆ1～ｆ3）の４倍または２倍によって割り切れる、
　請求項４に記載の超音波流れセンサ（６）。
【請求項６】
　前記の各直交復調器（２３ａ～２３ｃ）は、前記の受信しかつデジタル化した超音波信
号（１５）を復調信号（ｆ1～ｆ3）で変調するユニット（１０）と、９０°だけ位相シフ
トした復調信号（ｆ1～ｆ3）で前記の受信しかつデジタル化した超音波信号（１５）を変
調するユニット（１１）とを有する、
　請求項１から５までのいずれか１項に記載の超音波流れセンサ（６）。
【請求項７】
　前記の直交復調器（２３ａ～２３ｃ）の後段に位相補正のためのユニット（２８）が設
けられている、
　請求項１から６までのいずれか１項に記載の超音波流れセンサ（６）。
【請求項８】
　前記のバーニヤユニット（３０）により、線形写像によるバーニヤ法が適用される、
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の超音波流れセンサ（６）。
【請求項９】
　位相角（α1～α2）を計算するユニット（２９）が設けられており、
　該ユニットにより、前記の直交復調器（２３ａ～２３ｃ）によって供給された位相情報
から１つずつの位相角（α1～α2）が計算される、
　請求項１から８までのいずれか１項に記載の超音波流れセンサ（６）。
【請求項１０】
　管路（３）を流れる媒体（１）の流速（ｖ）を求めるために使用される、
　請求項１から９までのいずれか１項に記載の超音波流れセンサ（６）。
【請求項１１】
　超音波信号（１５）の伝搬時間（ｔ）を求める方法であって、
　該超音波信号は、超音波変換器（Ａ，Ｂ）によって測定区間（Ｌ）に入力結合されたも
のであり、
　前記の基準信号に対する超音波信号（１５）の位相シフト（ΔΦ）を、前記の伝搬時間
（ｔ）に対する尺度として求める形式の方法において、
　前記の変換器（Ａ，Ｂ）によって受信した超音波信号（１５）をデジタル化し、複数の
直交復調器（２３ａ～２３ｃ）に供給し、ここで当該の直交復調器は、それぞれ相異なる
周波数の復調信号（ｆ1～ｆ3）で動作しかつ超音波信号（１５）についての１つずつの位
相情報（Ｒｅ／Ｉｍ）を求める直交復調器であり、
　当該の個々の位相情報（Ｒｅ／Ｉｍ）から、バーニヤ法によって位相角（ΔΦ）または
これに比例する量（ｔ）を求めることを特徴とする、
　超音波信号の伝搬時間を求める方法。
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